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１．令和元年度におけるＮＴＴ東日本・西日本のユニバーサルサービス収支表（基礎的電気通信役務収支表）について

○令和元年度ユニバーサルサービス収支表（単位：百万円）

・令和元年度におけるＮＴＴ東日本・西日本のユニバーサルサービス収支の状況は、ＮＴＴ東日本で▲２４０億円、

ＮＴＴ西日本で▲３３３億円の赤字（東西計で▲５７２億円）となっている。

ＮＴＴ東日本 ＮＴＴ西日本

加入電話

基本料

緊急通報

第一種公衆電話

市内通信

離島特例通信

緊急通報

合計

166,729

166,729

469

0

469

167,199

188,676

188,502

2,467

2

2,472

191,149

174

2

▲21,947

▲174

▲21,772

▲1,998

▲2

▲2

▲2,002

▲23,950

167,807

167,807

212

2

215

168,023

199,774

199,677

1,541

4

1,547

201,322

97

1

▲31,967

▲97

▲31,869

▲1,328

▲2

▲1

▲1,332

▲33,299

（参考）前年度

増 減

179,760 196,921 ▲17,161

▲12,560 ▲5,771 ▲6,789

180,569 202,904 ▲22,334

▲12,546 ▲1,581

営業収益 営業費用 営業損益 営業収益 営業費用 営業損益

１

▲10,965



２．ユニバーサルサービスに係る原価・収益に基づく補てん対象額の算定について

・ＬＲＩＣモデルに従って算定されたユニバーサルサービスに係る原価・収益に基づき、補てん対象額を算定。

ＮＴＴ東日本 ▲1,628

原価（報酬を含む）
収益

管理部門 利用部門 計

502 3,293

赤字

1,673 2,746 ▲1,584511 3,257

①加入電話・基本料

（提供エリア全体の収益・原価〔億円〕）

加入電話回線数※

（万回線）

2,136

2,322ＮＴＴ西日本

（参考）

（補てん対象の高コストエリアの原価〔百万円〕）

「全国平均費用＋標準偏差の２倍」(基準単価)をベンチマークとし、これを超える部分を補てん対象額とする。＜ベンチマーク方式＞
（算定に当ってはＩＰ電話への移行回線数を現に加入電話の提供の用に供しているものとみなして計算※）

＜補てん対象額の算定方法＞

4,458合 計 3,338 5,537 ▲3,2121,014 6,550

１
回
線
当
り
コ
ス
ト
水
準

（加入数分布）
高コスト
地域

低コスト
地域 補てん対象地域

基金の補てん対象

全国平均コスト
＋２σ超部分

全国平均費用（1,224円）

収容局別費用

全国平均コスト＋２σ
（基準単価）
（1,577円）

（参考）加入電話基本料の補てん対象額算定の仕組み

3,585 5,849 ▲3,3541,090 6,939（参考）前年度

増 減 ▲247 ▲313 ＋142▲76 ▲389

ＮＴＴ東日本 33,607

（算定対象原価）

ＮＴＴ西日本

①補てん対象地域

の実績原価

（基準原価）

②対象回線数に

基準単価を乗じた額

④基準原価を

上回る額

（=①-②+③）
加入電話回線数

（万回線）

（参考）

35,500 1,936

補てん対象額

6,496 5,848 887

40,103 41,348 2,822合 計

２

③基準単価を

下回る額

3,829

239

4,068

4,504

▲46

187.5

30.9

<4.2％>

<0.7％>

218.4
<4.9％>

高コストから順に

4.9％を抽出

2,7911,665



32.9

ＮＴＴ東日本 ▲226

収益

管理部門 利用部門 計

赤字

▲128

（提供エリア全体の収益・原価〔百万円〕）

加入電話回線数

（万回線）

ＮＴＴ西日本

（参考）原価（報酬を含む）

３

▲355合 計

（参考）前年度

増 減 ＋38 ▲39＋0 ＋39

（補てん対象の高コスト4.9％エリアの原価〔百万円〕）

補てん対象額

ＮＴＴ東日本

ＮＴＴ西日本

補てん対象地域

に相当する原価
加入電話回線数

（万回線）

（参考）

<2.1％>

<2.8％>

合 計
<4.9％>

▲316

▲120

基本料の高コスト上位4.9％（東西計）の加入者回線数に対応した原価

＜補てん対象額の算定方法＞②加入電話・緊急通報

（参考）前年度

増 減 ＋9 ▲5.9

225

128

354

1

0

1

226

128

355

315 1 316

779

793

1,572

1,692

27

15

41

33

44.1

77.0

82.9



「原価－収益」の収支差額

＜補てん対象額の算定方法＞

「原価－収益」の収支差額

＜補てん対象額の算定方法＞③第一種公衆電話(市内通信)

（提供エリア全体の収益・原価〔百万円〕）

④第一種公衆電話(離島特例通信)

（提供エリア全体の収益・原価〔百万円〕）

補てん対象額

ＮＴＴ東日本

収益
管理部門 利用部門 計

原価－収益

（＝赤字額）
第一種公衆電話
台数（台）

ＮＴＴ西日本

（参考）原価（報酬を含む）

４

合 計

（参考）前年度

増 減 ▲134 ▲124 ▲12▲22 ▲146

8

補てん対象額

ＮＴＴ東日本

収益
管理部門 利用部門 計

原価－収益

（＝赤字額）
第一種公衆電話
台数（台）

ＮＴＴ西日本

（参考）原価（報酬を含む）

合 計

（参考）前年度

増 減 ＋2 ＋2 ▲0▲0 ＋2

4,379

213

682

469

1,987

2,392 74

19

93

2,466

2,006

4,472

1

3

4

3

6

9

0

0

0

3

6

9

2

3

5

1,998

1,793

3,791

815 4,503 115 4,618 3,802

1 7 0 7 5

57,983

50,672

108,655

11,092

2,601

13,693



「原価－収益」の収支差額

＜補てん対象額の算定方法＞⑤第一種公衆電話・緊急通報

（提供エリア全体の収益・原価〔百万円〕）

8

補てん対象額

ＮＴＴ東日本

収益
管理部門 利用部門 計

原価－収益

（＝赤字額）
第一種公衆電話
台数（台）

ＮＴＴ西日本

（参考）原価（報酬を含む）

合 計

（参考）前年度

増 減 ＋0 ＋0＋0 ＋0

５

1

1

2

0

0

0

1

1

2

2 0 2

1

2

1

2

57,983

50,672

108,655



○補てん対象額

（合算）
番号単価

○番号単価

○支援業務費 （令和２年予算額：予算額 62百万円 － 前期繰越額 17百万円）

令和3年1月～12月までの予測算定対象電気通信番号の総数の合計(2,894百万番号)

補てん対象額（6,662百万円）＋支援業務費（45百万円）－予測前年度過不足額(▲563百万円)

（合算）番号単価

＝2.512021908円／月・番号

６

（注）・東西合算の番号単価は整数未満を四捨五入

・東西別の番号単価は、合算単価を東西の

補てん対象額の割合で案分

ＮＴＴ東日本

ＮＴＴ西日本

合 計

1,936百万円

887百万円

2,822百万円

第一種公衆電話加入電話

基本料 緊急通報 市内通信

27百万円

15百万円

41百万円

1,998百万円

1,793百万円

3,791百万円

離島特例通信

2百万円

3百万円

5百万円

緊急通報

1百万円

1百万円

2百万円

3,963百万円

2,698百万円

6,662百万円

（令和元年予算額：63百万円）

東西計

（参考）前年度

増 減

2,786百万円 3,802百万円 5百万円 2百万円 6,628百万円33百万円

＋37百万円 ▲12百万円 ▲0百万円 ＋0百万円 ＋33百万円＋9百万円

３．補てん対象額と番号単価

・補てん対象額に支援業務費を加算し予測前年度過不足額を減算した額を、１月～１２月の予測番号総数で

除すことにより、各事業者が負担する（合算）番号単価を算定。

○予測前年度過不足額

＝

45百万円

▲563百万円

３円／月・番号
うち、東日本分：1.78484228円

西日本分：1.21515772円

＜前年度（７月～１２月）＞
２円／番号・月
ＮＴＴ東日本分：1.14388856円
ＮＴＴ西日本分：0.85611144円
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